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国鉄１０４７名解雇撤回！

井手ＪＲ西元会長 ・深澤ＪＲ東社長を法廷に

国鉄闘争全国運動６・18全国集会
６月18日（日）13時30分（開場13時）

江戸川区総合文化センター 大ホール
（東京都江戸川区中央４―14―１）

＊新小岩駅から徒歩15分

＊関連企画 ６・17討論集会
６月17日（土）13時30分（開場13時）

千葉市文化センターセミナー室
（千葉市中央区中央２―５―１千葉中央ツインビル２号館）

ＪＲ東日本は３月に、久留里線の廃線に向けた協議会の設

置を千葉県と地元君津市に申し入れ、５月 11 日に検討会が非
公開で行われた。「久留里線と地域を守る会」は検討会の会場

に出向き抗議の見解を発表し、続いて 5 月 17 日に JR 千葉支
社に５７００筆の廃線反対署名を提出した。

地域にとって不可欠の公共交通機関である久留里線の廃線

化を許さず、ＪＲと国が一体で進めるローカル線廃線攻撃に

対する地域からの闘いの第一歩が示された。



動
労
総
連
合
・
水
戸
が
結
成

動
労
総
連
合
は
、
４
月

日
Ｄ
Ｃ
会
館
に

23

お
い
て
、
第

回
定
期
全
国
大
会
を
開
催
し
、

37

戦
争
情
勢
と
真
正
面
か
ら
闘
い
、
Ｊ
Ｒ
の
大

再
編
攻
撃
に
ス
ト
ラ
イ
キ
で
対
決
し
、
組
織

拡
大
に
向
け
て
全
組
合
員
が
総
決
起
す
る
闘

い
の
方
針
を
満
場
一
致
で
確
立
し
た
。

冒
頭
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
田
中
執
行
委

員
長
（
千
葉
）
は
、
「
動
労
水
戸
の
脱
退
を
乗

り
越
え
、
動
労
総
連
合
・
水
戸
を
結
成
し
た

水
戸
の
仲
間
た
ち
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
台

湾
ー
中
国
を
め
ぐ
る
戦
争
情
勢
が
一
段
と
切

迫
し
て
い
る
。
６
兆
円
を
超
え
る
戦
争
予
算

が
成
立
す
る
な
ど
歴
史
の
転
換
点
に
あ
る
。

一
方
、
世
界
中
に
イ
ン
フ
レ
が
拡
大
し
、

春
闘
で
は
、
岸
田
や
日
経
連
が
「
賃
上
げ
」

23を
発
言
し
、
連
合
は
一
言
も
発
せ
ず
に
完
全

に
崩
壊
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
時
代
こ

そ
チ
ャ
ン
ス
だ
。

世
界
で
は
労
働
者
が
ス
ト
ラ
イ
キ
と
デ
モ

で
闘
っ
て
い
る
。
労
働
組
合
の
力
が
試
さ
れ

る
時
代
だ
。
力
を
ひ
と
つ
に
束
ね
、
職
場
か

ら
闘
い
を
作
り
、
組
織
拡
大
を
実
現
し
よ
う
。

月
集
会
へ
の
１
万
人
結
集
へ
全
力
で
闘
お

11う
」
と
力
強
く
訴
え
た
。

１
０
０
％
の
ス
ト
ラ
イ
キ
権
と

新
役
員
体
制
を
確
立

執
行
部
か
ら
、
経
過
報
告
や
運
動
方
針
案

等
が
提
起
さ
れ
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

【
質
疑
応
答
で
出
さ
れ
た
主
な
意
見
】

◇
動
労
総
連
合
・
水
戸
を
結
成
し
、
動
労
総

連
合
に
加
盟
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
わ
れ
わ
れ

が
や
り
た
い
労
働
運
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

Ｊ
Ｒ
は
、
水
戸
ー
土
浦
、
い
わ
き
ー
原
ノ
町

間
を
ワ
ン
マ
ン
に
し
よ
う
と
し
て
お
り
絶
対

反
対
で
闘
う
（
水
戸
）

◇
昨
年

月
に
続
き
３
月
４
日
に
２
回
目
の

10

芸
備
線
廃
線
反
対
闘
争
を
闘
っ
た
。
５
月
の

Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
は
「
ヒ
ロ
シ
マ
の
占
拠
」
で

あ
り
粉
砕
へ
闘
う
（
西
日
本
）

◇
構
内
１
日
勤
削
減
で
乱
れ
る
と
作
業
が
回

ら
ず
休
憩
時
間
の
変
更
に
な
る
。
コ
ス
ト
削

減
ー
要
員
削
減
に
反
対
し
、
職
場
代
表
選
挙

を
闘
う
（
千
葉
）

◇
書
記
長
の
解
雇
撤
回
闘
争
勝
利
に
向
け
て

闘
う
。
会
社
が
雇
用
延
長
を
拒
否
す
る
不
当

な
対
応
を
行
っ
て
い
る
。
勝
て
る
展
望
は
あ

る
（
神
奈
川
）

◇
融
合
化
に
反
対
し
、
戦
争
情
勢
と
闘
う
こ

と
が
重
要
だ
。
長
岡
統
括
セ
ン
タ
ー
は
千
葉

よ
り
総
延
長
が
長
く
な
っ
て
い
る
。
運
転
士

は
、
ワ
ン
マ
ン
は
疲
れ
る
か
ら
乗
務
し
た
く

な
い
と
言
っ
て
い
る
。
米
坂
線
の
廃
線
化
を

許
さ
ず
闘
う
（
新
潟
）

◇
新
幹
線
作
業
所
で
は
、
作
業
手
順
が
バ
ラ

バ
ラ
で
、
会
社
に
要
求
を
出
し
て
お
り
、
声

を
上
げ
る
こ
と
が
増
え
て
き
た
（
福
島
）

動労総連合全国大会を開催
(4/23)



全
国
運
動
関
西
が
主
催

年
の
尼
崎
事
故
か
ら

年
目
を
迎
え
た

05

18

４
月

日
、
尼
崎
駅
北
口
公
園
に
お
い
て
、「
尼

25

崎
事
故
弾
劾
！
４
・

総
決
起
集
会
」
が
、

25

国
鉄
闘
争
全
国
運
動
・
関
西
の
主
催
で
開
催

さ
れ
た
。

雨
が
降
り
し
き
る
中
で
開
催
さ
れ
た
集
会

は
、
冒
頭
、
全
国
運
動
・
関
西
代
表
の
港
合

同
・
中
村
委
員
長
が
主
催
者
あ
い
さ
つ
を
行

っ
た
。

続
い
て
、
４
月
統
一
地
方
選
挙
を
闘
っ
た

高
槻
医
療
福
祉
労
組
・
村
山
ゆ
う
こ
委
員
長

が
選
挙
闘
争
の
報
告
を
意
気
高
く
行
っ
た
。

次
に
、
関
西
生
コ
ン
支
部
・
武
谷
書
記
次

長
は
「
無
罪
判
決
の
勝
利
を
生
か
し
て
闘
う
。

産
別
労
働
運
動
の
復
権
へ
ス
ト
ラ
イ
キ
で
闘

う
」
と
熱
く
訴
え
た
。

動
労
総
連
合
大
会
を
報
告

動
労
総
連
合
・
川
崎
書
記
長
は
、
「
Ｊ
Ｒ
に

事
故
の
責
任
を
取
ら
せ
る
ま
で
闘
お
う
」
と

訴
え
た
上
で
、
動
労
総
連
合
大
会
に
お
い
て

①
Ｊ
Ｒ
大
再
編
・
「
労
組
な
き
社
会
」
化
と
闘

う
、
②
１
０
４
７
名
闘
争
で
Ｊ
Ｒ
西
元
会
長

・
井
手
、

東
社
長
・
深
澤
を
証
人
に
採
用

JR

さ
せ
る
、
③
階
級
的
労
働
運
動
を
貫
く
、
④

月
集
会
１
万
人
結
集
の
実
現
、
⑤
戦
争
に

11反
対
し
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
粉
砕
へ
闘
う
と

の
方
針
を
確
立
し
た
」
と
報
告
し
た
。

動
労
西
日
本
・
原
田
委
員
長
が
基
調
報
告

を
行
い
、
芸
備
線
廃
線
に
対
し
２
波
の
現
地

闘
争
と
３
・

ス
ト
と
総
決
起
集
会
の
報
告

17

を
行
い
、
当
面
、
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
粉
砕

に
総
決
起
し
よ
う
と
訴
え
た
。

最
後
に
港
合
同
・
木
下
執
行
委
員
が
行
動

提
起
と
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
行
い
、
風
雨
が

強
ま
る
中
を
事
故
現
場
ま
で
デ
モ
行
進
を
貫

徹
し
た
。

４
月

日
、
千
葉
県
弁
護
士
会
館
に
お
い

29

て
、
「
流
す
な
汚
染
水
！
と
め
よ
う
原
発
！

４
・

千
葉
集
会
」
が
、
千
葉
市
稲
毛
に
あ

29

る
放
医
研
の
元
主
任
研
究
官
の
崎
山
比
早
子

さ
ん
を
講
師
に
む
か
え
、
１
５
０
名
の
結
集

で
開
催
さ
れ
た
。

崎
山
さ
ん
は
、
元
国
会
東
電
福
島
原
発
事

故
調
査
委
員
会
の
委
員
で
あ
り
、
現
在
は
３

・

甲
状
腺
が
ん
子
ど
も
基
金
代
表
理
事
と

11
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
。
講
演
は
、
「
汚
染
水

の
増
大
と
そ
れ
が
も
た
ら
す
危
険
性
」
「
原
子

炉
の
土
台
倒
壊
」「
放
射
線
に
よ
る
健
康
影
響
」

な
ど
、
１
時
間

分
に
及
ん
だ
。

20

集
会
後
、

名
が
市
内
デ
モ
を
行
っ
た
。

80

尼崎事故18ヶ年弾劾！
現地集会・デモ闘う

流すな汚染水！
とめよう原発！

４・２９千葉集会



わ
ず
か
５
年
で

こ
の
間
の
会
社
の
攻
撃
（
年
表
参
照
）
を
改

め
て
見
て
ほ
し
い
。
東
労
組
に
対
し
て
「
労

使
共
同
宣
言
失
効
」
を
宣
言
し
て
以
降
、
わ

ず
か
５
年
で
攻
撃
が
激
し
く
進
め
ら
れ
て
い

る
。運

転
士
・
車
掌
の
職
名
廃
止
・
ジ
ョ
ブ
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
提
案
時
に
は
、
「
作
業
ダ
イ
ヤ

に
指
定
さ
れ
た
業
務
を
行
う
」
こ
と
か
ら
「
仕

事
や
価
値
を
創
り
だ
す
」
こ

と
を
求
め
る
と
し
、
「
新
た
な

輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
の
創

造
に
貢
献
で
き
る
社
員
を
育

成
」
と
打
ち
出
し
た
。
そ
し

て
、
現
業
職
の
職
名
全
廃
、

統
括
セ
ン
タ
ー
化
へ
と
攻
撃

は
進
み
、
運
転
士
・
車
掌
の

込
み
運
用
、
乗
務
交
番
中
に

駅
業
務
を
行
う
、
支
社
で
行

っ
て
い
た
企
画
業
務
も
現
場

で
行
う
、
乗
務
行
路
内
に
「
そ

の
他
時
間
」
設
定
な
ど
、
業

務
融
合
化
攻
撃
が
か
け
ら
れ

て
き
た
。

こ
う
し
た
中
で
６
月
首
都

圏
本
部
化
、
７
月
全
駅
統
括
セ
ン
タ
ー
化
が

強
行
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

「
鉄
道
部
門
４
千
人
削
減
」

「
転
籍
・
副
業
促
進
」

東
日
本
会
社
は
組
織
再
編
を
「
会
社
発

JR
足
以
来
、
最
大
の
変
革
」
と
位
置
づ
け
、
「
会

社
・
系
統
・
組
織
（
職
場
）
・
仕
事
の
垣
根
を

越
え
た
業
務
や
企
画
部
門
の
業
務
等
を
柔
軟

に
担
え
る
仕
組
み
を
構
築
」
す
る
と
し
て
き

た
。
６
月
首
都
圏
本
部
化
、
７
月
全
駅
統
括

セ
ン
タ
ー
化
は
、
現
場
に
お
け
る
さ
ら
な
る

業
務
融
合
化
・
組
織
再
編
攻
撃
に
向
け
た
攻

撃
の
準
備
段
階
だ
。
会
社
自
身
が
７
月
以
降
、

「
さ
ら
に
業
務
集
約
や
体
制
見
直
し
を
進
め

る
」
と
宣
言
し
て
い
る
。

そ
の
目
的
は
深
澤
社
長
自
身
が
明
言
し
て

い
る
よ
う
に
、「
鉄
道
部
門
４
千
人
削
減
」「
転

籍
・
副
業
促
進
」
に
あ
る
。
そ
れ
に
向
け
た

さ
ら
な
る
融
合
化
や
全
面
的
ワ
ン
マ
ン
化
の

攻
撃
、
「
企
業
の
壁
を
超
え
た
働
き
方
」
と
い

う
形
で
偽
装
請
負
な
ど
の
制
約
も
な
し
崩
し

的
に
解
体
し
、
全
鉄
道
業
務
の
外
注
化
、
分

社
化
・
転
籍
、
グ
ル
ー
プ
会
社
再
編
に
突
き

進
む
攻
撃
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。

だ
が
、
鉄
道
の
安
全
を
守
っ
て
い
る
各
系

激
し
く
進
む
融
合
化
・組
織
再
編
攻
撃

こ
の
間
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
は
、
業
務
融
合
化
・
組
織
再
編
の
攻
撃
を
激
し
く
か
け
て

き
て
い
る
。
６
月
の
車
両
セ
ン
タ
ー
の
首
都
圏
本
部
所
属
化
、
７
月
の
千
葉
支
社
管
内
全
駅

の
（
営
業
）
統
括
セ
ン
タ
ー
化
は
さ
ら
な
る
大
再
編
攻
撃
の
出
発
と
な
る
重
大
な
転
換
点
だ
。

鉄
道
の
歴
史
を
覆
す
攻
撃
に
対
し
て
、
動
労
千
葉
は
職
場
か
ら
の
反
撃
を
訴
え
て
い
る
。



統
の
専
門
的
な
技
術
・
経
験
、
現
場
労
働
者

を
徹
底
的
に
な
い
が
し
ろ
に
す
る
攻
撃
は
矛

盾
に
満
ち
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
「
鉄
道

あ
り
き
で
考
え
る
な
」
「
こ
れ
か
ら
は
価
値
創

造
だ
」
と
い
っ
て
現
場
労
働
者
の
誇
り
を
奪

い
、
労
働
者
同
士
を
際
限
な
い
競
争
に
駆
り

立
て
て
、
断
絶
さ
せ
よ
う
と
い
う
攻
撃
だ
っ

た
。
会
社
の
攻
撃
を
貫
徹
す
る
た
め
に
は
、

職
場
か
ら
労
働
組
合
と
現
場
労
働
者
の
団
結

を
一
掃
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。
黙

っ
て
い
れ
ば
会
社
の
攻
撃
は
エ
ス
カ
レ
ー
ト

し
て
い
く
。
だ
が
、
団
結
し
て
声
を
あ
げ
れ

ば
攻
撃
を
打
ち
破
る
展
望
が
切
り
開
か
れ
る
。

広
範
な
範
囲
が

駅
も
運
輸
区
も
「
一
職
場
」

７
月
か
ら
の
全
駅
の
（
営
業
）
統
括
セ
ン

タ
ー
化
は
労
働
者
の
権
利
を
根
本
か
ら
解
体

す
る
攻
撃
で
あ
り
、
鉄
道
の
専
門
的
な
技
術

・
経
験
を
否
定
し
て
労
働
者
の
誇
り
を
奪
う

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
攻
撃
だ
。

◎
職
場
も
職
種
も
勤
務
指
定
一
つ

統
括
セ
ン
タ
ー
化
で
広
大
な
範
囲
が
「
一

職
場
」
と
さ
れ
る
。
茂
原
統
括
セ
ン
タ
ー
で

は
大
網
〜
鴨
川
駅
で
営
業
キ
ロ
は

・
４
㌔
、

70

エ
リ
ア
と
し
て
は
総

延
長
１
０
２
・
１
㌔

も
の
広
大
な
範
囲
が

「
一
職
場
」
だ
。
木

更
津
統
括
セ
ン
タ
ー

で
は
内
房
線
と
久
留

里
線
で
総
延
長
１
３

５
・
６
㌔
、
成
田
統

括
セ
ン
タ
ー
は
何
と

総
延
長
１
９
８
・
３

㌔
だ
。

こ
れ
ほ
ど
広
範
な

範
囲
が
駅
も
運
輸
区

も
「
一
職
場
」
と
し

て
扱
わ
れ
る
。
「
今
日

は
銚
子
駅
、
明
日
は

運
転
士
、
次
の
日
は

成
田
駅
」
と
い
っ
た

こ
と
が
勤
務
指
定
一
つ
で
決
め
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
だ
。

労
働
者
の
権
利
や
労
働
条
件
は
、「
ど
こ
で
、

ど
ん
な
業
務
を
し
て
働
く
か
」
と
い
う
こ
と

と
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
統
括
セ
ン

タ
ー
化
は
、
広
範
な
エ
リ
ア
に
わ
た
っ
て
職

種
も
勤
務
地
も
、
勤
務
指
定
一
つ
で
会
社
の

好
き
に
で
き
る
と
い
う
も
の
だ
。
そ
れ
は
、

労
働
者
の
労
働
条
件
と
権
利
を
根
本
か
ら
解

体
す
る
も
の
だ
。

と
く
に
そ
の
焦
点
は
、
鉄
道
に
と
っ
て
最
も

中
心
を
な
す
職
種
で
あ
る
乗
務
員
に
あ
て
ら

れ
て
い
る
。
乗
務
員
の
労
働
条
件
・
権
利
の

破
壊
を
通
じ
て
、
す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ
・
グ
ル
ー

プ
会
社
の
労
働
者
の
権
利
を
奪
お
う
と
い
う

狙
い
だ
。

◎
労
働
者
か
ら
誇
り
を
奪
う

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
攻
撃

統
括
セ
ン
タ
ー
化
に
含
ま
れ
て
い
な
い
千



葉
、
習
志
野
、
蘇
我
運
輸
区
も
次
々
に
「
兼

務
」
が
発
令
さ
れ
、
業
務
融
合
化
攻
撃
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
乗
務
員
で
あ
っ
て
も
駅
業

務
、
企
画
業
務
、
草
刈
り
、
コ
ン
ビ
ニ
の
品

出
し
等
も
や
ら
せ
、
「
ど
の
場
所
で
、
ど
ん
な

働
か
せ
方
を
さ
せ
て
も
文
句
を
言
う
な
」
「
す

べ
て
会
社
の
自
由
で
、
そ
れ
が
当
然
だ
」
と

考
え
方
を
転
換
さ
せ
る
た
め
の
攻
撃
だ
。

鉄
道
の
安
全
は
各
系
統
の
専
門
的
な
技
術

・
経
験
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

会
社
は
乗
務
員
さ
え
「
片
手
間
仕
事
」
と
し
、

専
門
性
を
「
必
要
な
い
も
の
」
の
よ
う
に
扱

お
う
と
し
て
い
る
。
鉄
道
業
務
そ
の
も
の
を

軽
視
し
、
安
全
を
守
る
現
場
労
働
者
を
軽
ん

じ
て
、
労
働
者
か
ら
誇
り
を
奪
う
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
攻
撃
だ
。
そ
れ
を
通
じ
て
、
労
働
者
同

士
を
分
断
し
、
競
争
に
駆
り
立
て
、
団
結
と

労
働
組
合
を
破
壊
す
る
攻
撃
だ
。

◎
〝
企
業
の
壁
を
超
え
た
働
き
方
〞

業
務
融
合
化
攻
撃
は
、「
グ
ル
ー
プ
内
副
業
」

と
も
一
体
の
攻
撃
だ
。
深
澤
社
長
は
「
こ
れ

か
ら
は
仕
事
、
系
統
の
壁
だ
け
で
な
く
企
業

の
壁
も
越
え
て
い
く
」
と
語
っ
て
い
る
。
「
副

業
」
と
い
う
形
を
通
し
て
、
「
偽
装
請
負
」
な

ど
の
制
約
を
な
し
崩
し
的
に
解
体
す
る
こ
と

ま
で
狙
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
鉄
道
業
務
の

全
面
的
な
外
注
化
、
分
社
化
・
転
籍
へ
と
突

き
進
む
も
の
で
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
大

リ
ス
ト
ラ
・
大
再
編
を
不
可
避
と
す
る
攻
撃

だ
。

車
両
セ
ン
タ
ー
首
都
圏
本
部
化

す
べ
て
が
隠
さ
れ
て
い
る
！

Ｊ
Ｒ
千
葉
支
社
は
６
月
か
ら
幕
張
車
両
セ

ン
タ
ー
、
京
葉
車
両
セ
ン
タ
ー
、
木
更
津
派

出
を
首
都
圏
本
部
所
属
と
す
る
と
提
案
し
て

い
る
。
し
か
し
、
実
施
ま
で
１
ヶ
月
を
切
る

段
階
に
な
っ
て
も
現
場
に
は
何
も
具
体
的
な

説
明
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
首
都
圏
本
部
化

で
労
働
者
が
ど
こ
に
所
属
し
、
ど
う
扱
わ
れ
、

何
が
変
わ
る
の
か
。
労
使
関
係
の
基
本
で
あ

る
交
渉
相
手
は
ど
う
な
る
の
か
。
す
で
に
外

注
化
さ
れ
て
い
る
構
内
運
転
関
係
業
務
の
委

託
契
約
は
ど
う
な
る
の
か
。
す
べ
て
隠
さ
れ

た
ま
ま
だ
。

提
案
で
は
、
「
新
た
な
価
値
創
造
を
続
け
る

た
め
、
現
業
機
関
と
企
画
部
門
の
業
務
分
担

を
見
直
す
」
「
現
業
機
関
の
多
く
の
社
員
が
企

画
・
計
画
業
務
に
関
わ
り
、
様
々
な
業
務
を

現
業
機
関
の
社
員
自
ら
推
進
す
る
体
制
を
構

築
す
る
」
な
ど
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
新

た
に
現
場
で
担
う
主
な
業
務
」
と
し
て
契
約

業
務
や
車
両
検
修
設
備
、
設
備
投
資
計
画
が

挙
げ
ら
れ
、
車
両
セ
ン
タ
ー
で
も
グ
ル
ー
プ

会
社
と
の
調
整
な
ど
支
社
が
行
っ
て
い
た
業

務
を
担
わ
せ
る
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
交
渉
で
も
「
首
都
圏
本
部
に
集

約
す
る
」
と
い
う
結
論
だ
け
伝
え
て
、
具
体

的
な
こ
と
は
「
検
討
中
」
「
聞
い
て
い
な
い
」

な
ど
と
繰
り
返
す
だ
け
だ
。
こ
ん
な
不
当
な

対
応
が
あ
る
の
か
！

労
働
者
と
労
働
組
合

を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
に
も
ほ
ど
が
あ
る
。

◎
グ
ル
ー
プ
会
社
の
大
再
編
で

転
籍
や
「
孫
請
化
」

こ
の
首
都
圏
本
部
化
は
、
実
施
後
も
さ
ら

に
業
務
集
約
や
体
制
の
見
直
し
を
進
め
る
と

宣
言
さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｔ
Ｓ
な
ど
各
支
社
ご

と
に
作
ら
れ
て
い
る
車
両
整
備
会
社
の
再
編

を
不
可
避
と
す
る
攻
撃
だ
。

検
修
構
内
業
務
の
外
注
化
は
、
こ
れ
ま
で

各
支
社
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
会
社
と
契
約
さ
れ

て
き
た
。
だ
が
、
車
両
セ
ン
タ
ー
が
首
都
圏

本
部
に
集
約
さ
れ
れ
ば
、
ぞ
れ
ぞ
れ
バ
ラ
バ

ラ
の
契
約
、
労
働
条
件
を
集
約
・
統
一
す
る

方
向
に
行
か
ざ
る
を
得
な
い
。
グ
ル
ー
プ
会

社
の
大
再
編
で
、
Ｃ
Ｔ
Ｓ
な
ど
の
外
注
会
社

の
労
働
者
に
も
転
籍
や
「
孫
請
化
」
な
ど
〝

下
へ
下
へ
〞
突
き
落
と
す
攻
撃
だ
。
こ
れ
は
、

労
働
者
の
権
利
を
根
本
か
ら
奪
う
攻
撃
で
、

認
め
る
訳
に
は
い
か
な
い
。


